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主に強調される文化の内容 ・ 主に高度なニーズ充足の手段のこと． ・ 主に価値体系のこと．
捉え方の方向性
・ 文化的な要素を社会福祉分野に持ち込
み，影響を与えて内容を充実させようと
する．
・ 社会福祉分野の価値体系や行動様式を，
文化に高めて広く普及させようとする．
（筆者作成）
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（２）「福祉文化」定義における視点の違い
　既存の文献を概観すると，そこで「福祉文化」という
ことばが用いられる時，例外なく「福祉の文化化」と
「文化の福祉化」の二つの要素が意識され，そこに意味
として盛り込まれているわけではない．むしろ，論者が
意識する・意識しないに関わらず，この二つの視点が網
羅する非常に幅の広い領域を，独自の視座からとらえ，
「福祉の文化化」と「文化の福祉化」に含まれる要素を
さまざまな比率でミックスして「福祉文化」ということ
ばを使っていることが多い．あるいは，一方のとらえ方
しか含んでいない場合もあると考えられる．
　これは，表・１にも示した通り，「福祉文化」につい
て論じる者が，社会福祉をどのようなものとしてとらえ
て論理展開を始めるのかよって，このことばに込める意
味の焦点の置き方が変化するためだろう．そして，社会
福祉という概念も社会情勢の変化，制度の改変，人々の
認識が変化していることも，こうした福祉文化の捉え方
が多様となる一因ともなっている．
　例えば，1982年に福祉文化について触れた文献の一例
がある．久富（1982：19）は，ケースワーカーを読者と
して想定した「生活文化と福祉文化」についての講座に
おいて，文化と生活についての諸研究成果のレビューを
分かりやすく展開している．その中で，生活をめぐる意
識・行動・価値の組織的体系として文化を捉える視点に
ついて触れ，異文化交流の要となるのが異文化間に通じ
る「話の通じる」部分の形成であり，それに参加する
人々の民主的態度が何よりも求められるとしている．さ
らに，福祉文化についても触れ「福祉文化とは，生活困
難を不断にひき起こしその人間主体への内面化をも促す
力の強く働く現代社会で，そうした社会力に抗した対象
者自身の文化的向上の努力と，その世界に回路を持った
実践者（その集団，ないしネットワーク）がつくり出
す，生活と労働のあり方，そこに生まれる共同作業，協
力関係の中に築き出される民主的にして人間的な，意識
と行動と価値の組織化された体系の全体をさすものであ
る」と定義する．社会も文化も，時々刻々と変化してい
く．こうした定義は，社会福祉の捉え方の今日までの変
化を感じさせるものでもある．四半世紀前といえば，我
が国では社会福祉という領域がまだ一般に今ほど実情が
認識されていなかった．1981年の国際障害者年を経て，
1983年～92年「国連・障害者の十年」をまだ見ぬ時代，
社会福祉と文化，社会のありようは，今ほど密接ではな
かった時代である．日本福祉文化学会の設立（1989年）
や，社会福祉基礎構造改革での福祉の文化創造の意義に
関する言及（1998年）よりも古い．当然，一番ケ瀬らに
よる「福祉の文化化」「文化の福祉化」といった概念へ
の言及以前の文献である．こうした先駆者は「福祉文
化」ということばの可能性について早くから注目し，そ
の重要性について論じていた．一方で，福祉文化を主に
「福祉援助の対象者と援助実践者との間に培われる協働
関係」から発するものであるととらえている点は興味深
い．まだ社会福祉と一般文化が異文化どうしである時
代，福祉文化を双方が交流する媒体としてとらえた示唆
であると解釈できる．
　また，福祉文化を従来の社会福祉と重複しない，人々
の間に根付いた共同性に限定しているとらえ方もある．
例えば，小川（1992）によれば，国家による生活支援や
市場における利益追求を目的とした企業のサービスが成
立する以前には，地域社会における人々の生活上の危
機，生活課題への対応は人々の「互助」メカニズムに頼
るしかなかった．互助のメカニズムは支え合いを提供す
ると同時にそうした構造への拘束をも人々に押し付ける
という側面もある．後に，国家や市場が成熟してくる
と，生活課題の解決をそれらが処理できるようになり，
互助は非合理的な活動，封建遺制として排除される．し
かし，そもそも人間が人間を支える親密な関係のなかで
生活課題を解決することは安定的継続的な人間関係の基
本である．現代において，福祉国家による制度化された
生活課題への対応や，利益追求の中で生産される福祉
サービスでは十分福祉サービスが満たせない状況がある
今，拘束という負の側面を伴わない互助の文化の持つ意
味はひときわ大きい，という．そして，端的にいえばこ
の「互助を推進する文化」こそ，「福祉文化」に相当す
ると述べている（小川1992：54）．ここに提示される枠
組みにおいては，福祉文化とは従来の制度を基盤とした
社会福祉とは一線を画し，主にボランタリィな相互扶
助，共同の精神を指すものと解釈できる．
　こうした先行研究を受けて，「福祉文化」概念につい
て改めて整理するとすれば，特にインフォーマルな取り
組みや互助・共生の精神に限定して用いている場合，あ
るいは福祉関係者が共有する特有の関係性に限定する場
合，あるいは福祉現場への文化的要素の導入に重点を置
いている場合など，多様なとらえ方が存在する．これら
は皆，「福祉の文化化」と「文化の福祉化」の内包する
広大な領域のどこに焦点化するかによって，違いが生じ
てくる「福祉文化」のバリエーションの一つといえるだ
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ろう．
　しかし，福祉文化として語られる諸要素の領域を最大
限カバーしようとすれば，そこには「福祉の文化化」と
「文化の福祉化」が不可分の要素として含まれる．社会
福祉が社会の隅々にまで浸透し，社会と福祉，文化と福
祉が，切り分けることの出来ない程一部で溶け合い，影
響を及ぼしあっている今日においては，なおさらこの二
つの側面を吟味・検討することの重要性が高まっている
といえよう．
　河畠（2001：102）は，「従来の福祉措置は救貧的で
選別的な色彩が濃く，生活の最低水準を保障するという
内容に終始してきた歴史を踏まえつつも，社会一般の経
済・文化生活の向上とともに，福祉領域にも快適性が求
められる時代がやってきた．そうした福祉を巡る状況の
変化が福祉文化という領域の展開を希求する流れを生み
出したのだ」と述べる．まぎれも無く，福祉文化という
ことばが生み出された背景には，既存の福祉につきまと
う救貧・劣等処遇的イメージの払拭という意図があっ
た．他方，さらに河畠（2001：103）が「人権を重視す
る風土を作るのは制度や法体系であり，人々の意識であ
る．この国の制度設計が文化的要素をいっそう大切にす
るよう，福祉現場・行政現場・研究現場から広く発信し
ていくのも，福祉文化の実践なのである．」と述べてい
るように，社会福祉実践における高い質の追求が不十分
な状況に対する問題提起としてその存在感を増しつつあ
る福祉文化は，同時に社会に向けて社会福祉が守り育て
た様々な人間尊重の価値体系を発信する取り組みともと
らえなおすことができる．
　こうした議論を基盤とするなら，現代において福祉文
化ということばを用いる時，我々はそこに「福祉の文化
化」と「文化の福祉化」の二つの要素を内包させるよう
十分に意識すべきであろう．
おわりに
　人によって捉え方に幅のあることばを用いる際には，
注意が必要である．そのことばを使った人が，聞き手と
同じものを指しているとは限らないからである．とりわ
け新しい，さまざまな捕らえ方のあることばには誤用や
恣意的に利用されるといったリスクがつきまとう．福祉
文化についていえば，未だ定義が定着し，それが広く流
布しているとは言い難い．そのため，やはりそれを用い
る人がそのことばをどのような意味で用いようとしてい
るのか注意深く検証する必要があるといえるだろう．何
故かといえば，「福祉の文化化」あるいは「文化の福祉
化」どちらの要素に力点を置いて福祉文化を規定する
か，そしてそれらの実現に向けてどのような手法を想定
しているのかが，人によって異なっている中でこの言葉
が使われているからである．例えば，「地域福祉の推進
において，福祉文化の増進が重要である．」という意見
を，ある人は従来地域共同体が持っていた自助，相互扶
助の精神を復活させ，公の社会福祉制度に頼らずイン
フォーマルな支え合いの努力で人々の福祉を増進するこ
と」であると解釈し，一方である人は「地域に開かれた
福祉施設を推進し，地域住民が従来の福祉サービス利用
者に文化的な関わりを増進することで，サービスの質と
満足度を高めること」であるととらえることもあろう．
このように，定義が浸透していないため，おおよそ全く
違う意味で「福祉文化」ということばが用いられかねな
いリスクを孕んでいるのである．
　貧富の格差の拡大，雇用環境の悪化，社会保障制度の
財源の脆弱化等，これまで経験したことの無い厳しいマ
クロレベルでの社会情勢が顕在化しつつある．研究と制
度改革によって社会福祉の質は向上してきたといえる
が，これまで築かれた社会福祉制度を当然の前提とし
て，さらに今後サービスの質向上を追及していける状況
かどうか不透明感が強い．そうした中，「福祉文化」と
いうことばは福祉サービスのコスト削減と公的福祉サー
ビスの収縮を正当化する「相互扶助を強調の方便」とし
て用いられる危険性がゼロとはいえない．だからこそ，
社会福祉の熟成を推進するキーワードとして，概念の浸
透を促進し，議論を深めることには意義があると考え
る．
注
１）参照は，山縣文治・柏女霊峰他編（2000）『社会福祉用語
辞典』ミネルヴァ書房．中央法規出版編集部編（1992）
『社会福祉用語辞典』中央法規．社団法人日本精神保健福
祉士協会・日本精神保健福祉学会監修（2004）『精神保健
福祉用語辞典』中央法規．単一の項目として福祉文化に関
する記述はないが，他の項目中にそれに触れた記述がある
かどうかは未確認である．
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